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 新型コロナウイルスが猛威を振るう現在、市内の飲食サービス業の皆様や旅

館・ホテル、中心市街地等観光関係の事業者等の皆様方は「ピンチ」を迎えて

おられます。 

 しかし、この感染拡大防止期間を将来の観光需要回復に向けた助走期間、す

なわち積極的な「チャンス」ととらえ、反転攻勢に転じるべく基盤を整備する

ための期間と位置付けることもできます。また、感染拡大防止期間の中にあっ

ても、政府の専門家会議から示された３条件を回避する、あるいは感染リスク

を下げる環境を整える（別添「政府の専門家会議から示された３条件を回避す

る、あるいは、感染リスクを下げる環境を整える取り組み事例」を御参照くだ

さい。）ことにより、事業活動を維持・拡大していくチャンスとも捉えること

ができます。このような、お取り組みは、当市飲食サービス業や旅行・ホテ

ル、中心市街地等観光関係の事業者等の皆様方の差別化・優位性発揮につなが

るお取り組みであり、これら事業者の方々の事業活動の継続は、他の産業の事

業活動の継続・拡大にもつながり、市全体の活性化の継続・拡大につながるも

のと考えます。 

 経営者にとって目下の最大の不安は、「収束時期が見えない」ということで

す。政府の専門家会議では、長期戦を覚悟しなければならないとしており、こ

の間、市民や事業者に対し、最も感染拡大のリスクを高める環境での行動を抑

制する要請を出しています。併せて、専門家会議は経済活動を継続することも

重要であるとしています。事業活動の継続を図っていくためにも、上記のよう

なピンチをチャンスに変える取り組みが重要であると考えます。 

 今後、経済活動の自粛要請が長引き、時間の経過とともにさらなる閉塞感が

経済活動の委縮を生み、ひいては経済への甚大なダメージへとつながる可能性

は大きいものと考えます。当該ダメージのでき得る限りの縮小化を図っていく

ためにも、政府・専門家会議の自粛要請に沿った、ピンチをチャンスに変える

お取り組みを犬山商工会議所は全力をもって応援します。 

 当所では、本年２月２５日に政府が公表した「新型コロナウイルス感染症対
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策の基本方針」の下、打ち出された政府の各種支援策の地域商工業者の方々へ

の「緊急 特別相談窓口」（４月８日、５月１３日、６月１０日それぞれ１３

時～１６時 要予約）等を通じた政府の各種支援策の周知の徹底、御活用の御

支援に尽力しているところです。また、当所に本年１月に設置しました「新型

コロナウイルスに関する経営相談窓口」への商工業者の方々からの御相談をお

待ちしています。政府等の手厚い対策をお願いするに当たって、地域の商工業

者の方々の現状を政府にできるだけ早期にかつ正確に知っていただくことが非

常に大事です。そのうえで、政府の実効性ある、適時・適切な政策の執行が講

じられることを期待したいと考えています。できるだけ多くの現状報告・政府

等の施策に対する御意見等を当所経営相談窓口までお寄せいただけますようお

願い申し上げる次第です。 

 


